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1. 制限値の変更について

1月11日（月）より，各ジョブクラスの制限値を下記の通り変更します．主な変更点は次の通り

です．

① ファイルアクセス回数の制限値が全体的に緩和された．

R ラインプリンタの出力枚数と出力行数の制限値が緩和された・

③ 拡張リージョンを使用する TSSジョプの端末接続時間の制限値が緩和された．

1) M 780 ジョブクラスと制限値

ジク

旦ファイル
基本
リ拡ジョ張ン 端末

ラインプリンタ XYプロッタ 図形文字
適用ジョブ 哀 アクセス リサーイ茶ス 接続 出的力劾~ 行出力敬 麟闘 パターンサイズ 数

A 加 10品 MB MB 分 枚 行 m 分 パターン

9ゞ
標準 ジョブ B 10 100000 

ツ

チ E 60 200000 

ジ OPEN STATION 
5 

゜
600 36000 10 60 100000 

訳 N 5 100000 
3 

CLOS四nATIONブ ブ L 5 100000 

GRAPHIC JOB G 10 100000 

T NOAE TSS 10 100000 5 

゜
240 

s 
s AE TSS 2 100000 5 25 240 
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2) VP  2 0 0 ジョブクラスと制限値

9ゞ

ツ

チ

ンヽ・

ヨ

ブ

ジク
Cp u 時間 ファイル

基本 拡張 ラインプリンタ XYプロッタ 図形文字
適用ジョブ -t! アクセス サ')-イジス~ ンサリイーズジョン 出力枚数出力行数 紙長使用時間 パターン

敬

A 夜 回 MB MB 枚 行 m 分 パターン
10000 5 25 

B 10 100000 
AE ジョブ 600 36000 10 60 100000 

ヽ 2 10000 
F 5 55 
60 200000 

注）上記制限を超えるものは要審査ジョプ（ジョブクラス "D")となりますので，受付まで

申し出てください．

3) 使用例

(1) A E TS S (拡張')-ジョンを使用するTSSセション）は，ログオン時にSIZEバラメ

タで99 9 9を指定することにより使用できます．

LOGON TSS 登録番号／パスワード SIZE(9999) 

(2) ジョブクラス Fは，ジョブ文のTIMEパラメタでCPU時間 2分以下の指定(TIME=2)

を行うと，より優先的に処理されます．

／／ジョプ名 JOB パスワード， CLASS=F, TIME=2 

（第一業務掛電（内） 2516) 

2. 磁気テープ装置のサーピス変更について

1) 現在オープン室の磁気テーブ装置は．記録密度800/1600bpi 2台， 1600/6250bpi 

2台の計4台でサーピスしていまずが， 6250bpiの利用者が増加し，逆に 80 0 bpiの利用者が

減少していますので， 1月11日（月）より， 800/1600bpi 1台， 1600/6250bpi 3台

に変更します．

2) センターでは，汎用計算機M780/20で， MSPとUTS(UNIX)の2つのオペレーティング

システムの同時サービスを行なっています．しかし， UTSには専用の磁気テープ装置がなく，

他のUNIXシステムで開発されたソフトを，磁気テープを介して UTSに移植するには，

① MSPのジョプで．オープン室の磁気テープ装置を利用し,MS Pにファイルを作成する．

RUTSの端末より， MSP→UTSのファイル転送コマンドを入力し，①のファイルをUTS

に転送する．

また， UTSJ:: で開発したソフトを磁気テープにコピーするには，

① UTSの端末より， UTS→MSPのファイル転送コマンドを入力し， UTSのファイルを

MSPに転送する．

RMSPのジョブで，①で作成したMSPのファイルを磁気テープにコピーする。

という手順が必要でした．このファイル転送処理は， M780システムの負荷にも影響があり．ま

た， UTS利用者の操作軽減をはかるため， 1月11日（月）より，下記日時は，ォープン室の磁

気テーブ装置の 1台をUTS専用としてサービスします．変則的な運用となりますが，と協力く
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ださい．

オープン磁気テープの構成とサーピス時間

磁気テーブ
記録密度

時間
装置機番 9:00-12:30 12:30-オーブン室終了

2 9 0 1600/6250 bpi 
2 9 1 I/ MSPサービス
2 8 2 I/ MSPサーピス

2 8 3 800/1600 bpi 火・金曜日はUTSサーピス
他の曜日はMSPサーピス

（第一業務掛電（内） 2516) 

3. UT Sの磁気テープ利用について

1月11日（月）より．火曜日と金曜日の午前中はUTSでオープン室の磁気テープ装置の利用がで

きます．また．オーブン室の磁気テープ装置前の端末の 1台（機番： 1482)を，この時間帯に限

り， UTS専用端末として切り換えます．磁気テープ利用時には，他利用者の磁気テープとの競合

（特にNLラベル）に充分注意してください．

使用例（磁気テープを以下， MTと略す）

(1) MT装置の使用宣言をする (SLラペル）

)Vo tape -m  w d 1600 vol通番

口テープの記録密度(800/1600)

テーブの記録密度の指定あり

書き込み可

マウント（省略可）

(2) MT装置の使用宣言をする (NLラペル）

Yo tape -m w n d 1 6 0 0 仮vol通番

口／ープの記録密度(800/1600l 

テープの記録密度の指定あり

NLラベル

書き込み可

マウント（省略可）

(3) MTを28 3にセットする．

端末に

tape /dev/tape/vol通番 is ready 

が出力される．
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(4) 磁気テーブ操作コマンドを入力する．

• 現ディレクトリ配下のファイルをMTにコピーする．

%'" [口~T:ロ:;レ名指定
テープの先頭から書き込む

• ファイル test. dataをMTにコビーする．

Yo tar r /dev/tape/vol通番 test, data 
テーブの最後尾に書き込む

•MT 上のファイル prog. cをディスクにコピーする．

J'tar x /dev/tape/vol通番 prog. c 

I テープからディスクにコピーする

•MT 上のすべてのファイル名のリストを得る．

Yo tar t /dev/tape/vol通番
I 

テープ上のファイル名のリストを得る

(5) MT装置を解放する．

Yo tape -u vol通番
テーブのアンマウント要求

端末に

tpdaemon : tape ~vol 通番 ff unmounted 

が出力されるので， MTを28 3から取りはずす．

（第一業務掛電（内） 2516) 

4. UTSのファイル容量制限の緩和について

1) 1月11日（月）より， UTS上で作成できる 1ファイルの容量の制限値を， 4メガパイトから

2 0メガバイトに変更しました．

2) 1)に合せて， UTSとMSP間のファイル転送量の制限値を. 4メガバイトから 20メガパイ

トに変更しました．但し，ファイル転送はMSPのパッチジョブとして実行しますので，ファイ

ルアクセス回数の制限値で打ち切られます．大容量のファイルは予めブロックサイズを大きくし

ておいてください．

（第一業務掛電（内） 2516) 

5. テキストデータペース管理システムSIGMAの改訂について

テキストデータベース管理システムSIGMAを，第1版から第2版に改訂しまし

た．主な改訂内容としては，日本梧テキストヘの対応とファイルシステムの改良の

二つがあげられます前者により， SIGMAを使って日本語データベースを作成し

検索することが可能になりました．また，後者により大規模なテキストファイル
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を効率よく維持することができるようになりました．第2版の処理速度は，第1版に

比べ大幅に改善されています．

第1版と第2版ではファイルシステムに互換がありません．そのため， SIGMAシ

ステムのためのTSSコマンドとして， SIGMA(第2版用）とSIGMAOLD(第1版用）を

用意しました.SIGMAOLDは，移行のためのコマンドで，いずれ廃止する予定で

す．

利用法の詳細は文献1を参照してください．

参考文献

1. 有川ほかテキストデータベース管理システムSIGMA第2版について，九州大

学大型計算機センター広報， Vol.20, No.6, 1987, 512-581. 

（データベース室電（内）2508) 

6. 公用データペース「トーマス・マン・ファイル」の再編成について

テキストデータベース管理システムSIGMA[2Jの改訂に伴って，テキストデー

タベース「トーマス・マン・ファイル」のファイルを再編成しました．ファイルの

編成および利用法の詳細は文献1を参照してください．

参考文献

1. 樋口篠原テキストデー タベース「トーマス・マン・ファイル」の完成と再編成

について，九州大学大型計算機センター広報， Vol.20, No.6, 1987, 582-596. 

2. 有川ほかテキストデータペース管理システムSIGMA第2版について，九州大

学大型計算機センター広報， Vol.20, No.6, 1987, 512-581. 

（データベース室電（内）2508) 

z 公用データペース「昆虫ファイル」の公開について

昆虫学関係のデータベース「昆虫ファイル」を12月10日に公開しました．昆虫

ファイルは，国内の主要昆虫学雑誌をもとに作成したデータペースで，各文献中の

昆虫の分類単位を一つのレコードとしたものです．

利用法の詳細は文献1,2を参照してください．

参考文献

1. 多田内 SIGMAによる公用データベース昆虫学データペース(KONCHU)の公

開とその利用法，九州大学大型計算機センター広報， Vol.20, No.6, 1987, 697。

614. 

2. 有川ほかテキストデータベース管理システムSIGMA第2版について，九州

大学大型計算機センター広報， Vol.20, No.6, 1987, 512-681. 

（データベース室電（内）2508) 
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＆
 
PORTRJ.Nプログラム開発・保守支援バッケージWISEPJ.CKの公開について

1 2月21日（月）に．標記システムを公開しました． WISEPACK (りelI Integrated 

Software Engineering PACKage) Ii. FORTRANプログラムを静的解析し．

(1)プログラムの木構造の表示，

(2)GOTO文の分岐先表示，

(3)DO文の制御範囲の表示，

(4) I F~THEN~E LS E文のネストレペルの表示

などの情報を出力するまた， ロードモジュールからのプログラムの木構造の表示などプログラム

の開発保守にかかわる作業を支援するシステムです詳細については，文献[1]を参照してくだ

さし'.

使用例1: TS Sでの実行（下線は入力部分です）

READY 
WISEPACK 

WISEPACK ツール選択画面： FORTRANプログラム開発・保守支援バッケージ

ツール番号を指定してください．
===> 2 

••••••••••• 1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
 

l
l
 

ANALYZER 
SPAN 
DOCGE 
LOMAN 
MTFILE 
FAMILY 
PSTOPO 
POTOPS 
PRINTPO 
PRETTY 
*SE↑ UP* 

FORTRANプログラムの静的解析処理r的解析結果の出力a述シートのNLPへの出力
ロードモジュールの解析結果の出力
磁気テープに格納されているファイル情報の出力
フログラム構造に基づくプログラム単位の転送
1メンパ当り 1プログラム単位のPOファイルの作成
多数メンパのPSファイルヘの転送
POファイルの内容の印刷
FORTRANソースプログラムの9形処理
WISEPACK/TSS利用現境↑ 報の設定

● ENTERキー：ツール選択 ● PF3/PF4:WI SEPACK/TSSの終了

使用例2:BATCHでの実行

// EXEC WISEPACK 
/ /ANAL. SYS IN DD DSN=EXAM. FORT77. DI SP=SHR 
//ANAL.DATA DD* 
ELM(*) 
//SPAN.DATA DD* 
SOURCE 
SUBPROGRAM(*) 
TREE(*, BRIEF) 
／／ 

出力結果

（プログラムの木構造の表示；上記の制御文中のTREE(*,BRIEF)による）
0001 MAIN----—+--ORTH-----+-拿TAN
0002 +-*SCIR↑ 
0003 +--SCTR 
0004 +--INICON-----*SCIRT 
0005 +--NEWSTP 
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参考文献

0006 +--SMOOTH 
0007 +--CRVFIT----—拿MOD
0008 +-*MOD 
0009 +-*SORT 
0010 +--OUTPUT---+一拿SORT
0011 I +-*ATAN 
0012 +--FLCON----+-*ATAN 
0013 I +-*SORT 
0014 +--LISTUP 

(GOTO文の分岐先表示， DO文およびIF文のネストレベルの表示； ノ
上記の制御文のSOURCE.SUBPROGRAM(*)による）

くくCRVFIT≫ = SUBRUTI NE = 

+----------------------------------~-------------------------------------—+ 
I CALLER : MAIN 
+-------------------------------------------------------------------------」I CALLEE: MOD 
+-----------------------------------------------------------―-----------」

SUBROUTINE CRVFIT炉峙咽0001 00003660 
0002 
0003 翡贔麟闊誓位い灌記髯謳ェ 綴翡闘
臨＊疇饂誓丹 0゚003690

Ip饂叫皿1)
00003700-—+ 
00003710 I 

0006 IF (IP. NE. 0 GO TO 37 00003720--+ 
0007 1---------D0 20 I= 1. N. 00003730 
0008 1 CAO, 2) = (1-) *CA (I, 2) +趾(-.5*紙(I,1) 00003740 
0009 1 2-------DO 20 J=3.M月
0010 +—+―-20副：腐晴姻J盟｝平＊（—. 125) * 00003760 

00003750 

~00003770 
0011 CA L M)=(l—既）＊込0,M)+趾＊（一.5*紙0.M-2)) 00003780 
0012 37 CONTINUE 00003790<—+ 
0013 1---------D0 30 l=l. N 00003800 
0014 1 AO. D祉 (T,1) 00003810 
0015 1 2―----DO 30 J=2,M 00003820 
0016 +-+----30 AO. J) =紙(I,J-1) +CA (I, J) 00003830 

C 
0017 AO批）= (A 1. 凪）＋狐枇）/2 

A⑪)  = (A~1. 

00003840 
00003850 
00003860 
00003870 罰 料欝罰胤ぶ狐皿/2

0020 (1, !ill 00003880 
0021 RETURN 00003890 
0022 END 00003900 

（サプルーチンの引数，コモン変数，組み込み関数には下線が付けられる．）

1. 計算機マニュアル FACOM OSIV/F4 MSP WISEPACK説明書

(78AR-3050-1) , 富士通僻

（ライプラリ室電（内） 2 5 0 8) 
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